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古学を中心に展開していった(Trigger 1998: chp9)。その一方で、1970 年代半ば以降、生物
進化のパラダイム転換をうけて、社会生物学･進化心理学･生物学の哲学の領域において人
類の文化／社会の進化がさかんに論じられ、近年、一部の文化人類学者もこれに呼応して











                                                   























































エスキモーにおける適応｣("L'adoption chez les Esquimaux Tununermiut")、1974 年にケ



































































































































































の起源をめぐる議論とをひとつの理論へと統合したものである。1960 から 70 年代、一方
では、生態人類学者のリチャード･リーらによるカラハリ･サンの研究が、自然環境に適応
することで狩猟採集民が低い労働投下量で高い生活水準を享受している平等主義的社会で
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